
 

 

 

 

              

 新たな魅力の創出へ 

                                          校長 勝部 千良 

 ２月は新聞紙上等で、吉賀高校が何度も取り上げられました。一般選抜出願者がいなかったという現実に、

大変残念な気持ちでした。地域みらい留学が全国に広がり、多くの高校が地域と連携した教育に取り組んでい

ます。その中で、本校の魅力がこちらが思うほどはしっかりと伝わっていないと感じています。他校にはない、

吉高だからあるという新たな魅力づくりが求められています。入学してみればわかる魅力もあるとは思うので

すが、まず、数多くある高校から本校が進学先としてもっと選ばれるように、町行政、関係支援団体と今後の

魅力創出とその発信について検討してまいります。今後とも吉高へのご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

  

 3 月 1日（土）本校体育館にて卒業証書授与式を挙行しました。3年 1組１６名、3年 2組１２名の合計

２８名が卒業を迎えました。送辞は 2年２組の永見響也さん（生徒会副会長）、答辞は３年１組の鈴木健太さ

ん（前生徒会長）が務め、それぞれの想いを心をこめて述べてくれました。鈴木さんは地域みらい留学で吉賀

高校に入学し、３年間地域の方にとても良くしてもらったことの感動や、支えてくれた多くの人々やご両親

への感謝を涙ながらに述べる姿が印象的でした。それぞれの道に進む卒業生の皆さんが、これからも元気に

自分らしく人生を歩んでくれることを願っています。卒業おめでとう！ 
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令和６年度 卒業証書授与式 

 



 

 

 

 ２月１０日（月）１年生４名、２年生２名が島根県立大学浜田キャンパスで行われた「しまね探究フェスタ

2024」に参加しました。「しまね探究フェスタ」は県内の各県立学校の代表２グループが参加し、互いの探

究学習の成果や課題を発表し、意見交換をするイベントです。１年生は「よしかの里～コッペパン販売大作

戦～」、２年生は「多世代スポーツ in 田丸地区」というテーマで発表しました。アドバイスや質問を互いに交

わす中で、参加した生徒たちはとても良い刺激をもらったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ２月１８日（火）毎年恒例となった、３年生対象の郷土料理講習会が行われました。吉賀町役場管理栄養士

の方や吉賀町食生活改善推進協議会の皆さんを講師としてお招きし、吉賀町の郷土料理についてご教授いた

だきました。３年生には卒業後も地元の味を忘れず、健康的な食生活を送ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ２月１８日（火）立命館大学の総合心理学部の教授３名が来校され、１・２年生を対象に特別授業を行って

くださいました。心理学をテーマとしてそれぞれの先生方に講座をご用意いただき、生徒は自分が興味のあ

る講座を選び受講しました。生徒たちは、心理学とはどのような学問なのか、体験や講義を通して楽しく学

ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまね探究フェスタ 2024 参加 

 

１、２年生特別授業 心理学 

３年生 郷土料理講習会 

  

〈生徒の感想より〉 

人間のからだは、視覚や聴覚が遮断されるだけで勝手に解

釈して行動してしまうことに驚いた。心理学は心について

だけだと思っていたが、視覚や聴覚についても含まれるこ

とを初めて知った。 

 


